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結核菌に於ける抗酒精性の再検討 /

｣､ 於 知 爾

1882年 R･Kochにより結核菌が発見せられ､此処に結核柄学の基礎が確立されたo以釆結核菌の謎

は諸家の努力により日一日と次第に解かれつ 1あるが､結核菌の抗酸性､ 抗酒精性なる性質は過去数

十年間その特質として信じられて来た｡ EPち結核菌はアニリン系色素により-且染色された場合酸或
は酒精によって甚だ脱色され難いに反し,-股非抗酸性菌は此等の物質により再に脱色されるものであ

ると考- られて来た｡事実我々は酸或ひは酸一酒精による際色操作を加-る事によって､抗酸性菌 と非

抗酸性菌を鐸別して屑･るO 然 し我々が今染色学的な眼を以て細菌の染色或は脱色と云ふものを見た場■
合一房の染色磯柿は佃不明の点が多いが -色素と被染物とが電菊的に結合して居る事は轄々確実であ

る｡ 叉 この結合の強弱或は色素と結合する物質の多寡等によって脱色の難易が生するものと考-られ

る｡この棟に考-た場合所謂非抗酸性菌が酸の如き電解性物質によって脱色される射ち 色素と菌体と

の結合が離れると云ふ事は理論的に考-て何等不忠蓑はない'. 然 し化学的に純粋な酒精は中性の非電

解性物質であり,この様なものによって一一且染着された色素が再び菌体か ら遊離流出すると云ふ事､即

ち斯る酒精の如き物質に脱色能が存在すると云ふ事は理論的に考-られない｡ 然 し酒精は色素の非常

に秀れた溶媒である馬色素が菌体に附著 して居る様な場合には酒精に挽色髄が存在するかも分 らない｡

この様な酒精によって脱色される場合は時間的に差異が存するとしても必ず水によっても又際色が生

する筈であるO 斯如理論的に考-て見ると今Elまで結核菌の特質として認められて釆た抗酒精性と云

ふものは他の-蚊非抗酸性菌にも存在するのではないかと云ふ事が先づ老- られる｡ 夏に又事実結板

菌に抗酒精性 と云ふものが存在するとするならば理論的には杭水性と云ふ特質が 結核菌に存在 しても

よい筈である｡ 以上の如き理論の下に私は結核菌の競漕晴性と云ふものを再検討 して見たo射ち主と

して綜桓薗染色法 と同様な方法を以て非抗酸性菌を染色した後化学的純粋な酒精を以て脱色操作を加

へ検討 して見た｡ 其の結果轄Jk私の予期 した成績を得る事に成功したので､以下に於て其の実験の大

要を述べる｡

受 験
●

以下の諸実験に周払た酒精は市販の純酒精を精製再蒸溜して用いた. 市販の純酒精は往}{不純物を
混んじて居る故精製せずに脱色に用ひると実験成績は一定して釆ないo 質の純酒精は殆んど無臭に近

いものである｡ ′尚稀釈に用払る水は常に蒸滑水を煮沸し､出来るだけ溶解して居る茨酸ガスを除去 し

て用払たO蛮 し吾人の得る蒸溜水は筒PH6前後であったo水道水はクp-ルが混在する故用払る事は

出来ない｡

管 駿 1 : 純酒精による脱色
●

葡萄状球菌､大腸菌を普通寒天培地で24時間 37oCで培委 し､ 南に裁物椅子上に生理的食塩水に各

蘭の少量を混 じたものを塗探 し､自然乾燥後型の如 く火慣固定し､2分間石茨酸 フクシン液を以て接加

温染色後純酒楕中で牒色した. 其の結典を第1表に示した｡表中の (+)は染色状態を示すものであ

るOこの実験では葡萄状球菌､大腸菌 とも脱色1時間或は2時間を超過するも全然脱色されない. 24時

間を経過するも扮色は饗敏であった｡戯…つ七次の実験を行った｡
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第 1表

脱色時間 葡萄欺球菌 大 腸 菌■

30分. (廿) . (一汁)

1時 間 (廿) (+)

2時 間 (ヰナ) -(廿)

((+)は染色状態を示す)

好 4衷

2 分 染.負 声0分染色
脱色時間 葡萄状球 常_I大腸常

3ー0分 (廿) (≠) (廿)

1時 間 (+) (+)

算2衷
脱色時間 2 分 染 色 与分染色
葡萄玩球 常 大腸菌

20分- (廿) -(廿) (一汁)

1時 間 (+) (+)

時 間 .(+) (+)

10藤間 (+) I(+)

24時間 (+) (+) .(+).

既色時間 葡萄状球 菌 大勝簡 ･飴額常

1時 間 (♯) (廿) (廿)

24時間 (≠) (+) (+)

算3表

脱色時間 葡萄放球 常 大腸甫 給核常

1時 間 亘 ) (+)■ (一汁)

時 間 (+) (+)時 間 (+) (+)

6時 間 (+) (土) (+)

24時間 (+) (土) (+)

2藤間 (+) -(士) (チ)

脱色･時間 葡萄放球 蘭 大腸菌 給核甫一 .

1時 間 (廿) (廿) (廿)

3時 間 (五) (廿) (廿)

賛 駿 2 :70%酒精による除色

供試菌､堵養保件､染色浩は前実琴と同様であるが､今回は70%酒精で脱色を試みたo其の結果を

第2表に示した｡ 70%酒精で挽色すると純酒精を用ひた時よりも其の脱色慶は大であったb即ち菌体

は比較的遥かに紫の色調を帯びて乗る｡この傾向は大腸菌の方か強い｡菌体は脱色1時間位で鹿色前に

比較すると多少小さく見えるが､個々の菌体捻明瞭に確認出乗るO.これは菌体の周囲に附潜した色素

が比較的速かに除かれるためと考へられる｡ この程度まで除色されると最早これ以上脱色される事は

なく､脱色24時間後に於ても略J4rl時間脱色のものと¶大差はなかった｡即ち-先度まで脱色された後は

70%酒精によってもそれ以上の脱色は生じないと云ふ事が分った｡又染色時間を少し延長 して5分間旗

加温染色後70%酒精で脱色して見ると､2分間染色の場合よりも非常に除色され難 くなる事が分ったO

斯る現象は当然で染色湿度､時間に依って染着される色素の量が相当に異る.も･のであるから2分間染色

より5分間染色の方が菌体と結合する色素の量が多いために耽色され難 くなるものと考-られるOこの

様な等払ミ明らかとなったので､≡死にこれ等の菌と結核菌との酒精狩よる挽色度を比較して見たo

官 助 3 :7分間30oCのチ-ル氏液で染色後70%酒精による脱色

今回は抗煮沸性約10分間の人型結核菌を 30oCのチール氏液で 4分､7分､10分 染色して見た結果

4分染色では侍染色されぬ菌体があった.7分染色では菌体は全部染色されていたが色調は梢Jk薄 くあ

ったol0分染色したものは2分間頻加湿弊色したもの.と略舟伺程度に染色されて居たo従ってこの場合

の結核菌の30oCチ- ル氏液による濠低染色時間を7分と定めた｡即ち必要以上の染色温度及び時間で
l
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菌を染色するならば､酒精に依る脱色性が非常に異って来る等が前突験で明らかとたったので､比の

場合の結核菌が漸 く全部染色せられる染色液の湿度及び時間に依って非抗酸性菌を染色し､ この場合

の結核菌との酒精かとよる腹色度を比較検討せんとしたのである｡ そこで前実験に於ける供試菌及び結

核菌を30oCのチール氏液で7分間染色し70%酒精により脱色した｡その結具を第3表に示した｡この実

験に於て葡萄妖球菌は72時間脱色後荷紫の色調を帯びた桃色の曹棒として個々の菌を認め得たo 太陽

蘭は脱色6時間で紫の色調が張 くなり色が大分薄 くなるが椅個々の菌体を認め得たO且つこの状態は72

時間際色後に於ても大差な く完全牒色されたものとは認められなかった｡柿板菌は脱色6時間位では前

2着同様に色調が薄 くなったものも相当あったが､侍一部には鮮紅色を呈するものもあった｡除色24時

間でも6時間脱色とあま り大した変化は見られなかった｡然 し72時間を経過すると多数の菌は完全に脱

色せられ黄早鮮紅色を呈するものは認められず薄小桃色の菌体が散在する程度であった｡ これは寧ろ

葡萄状球菌 よりも強 く脱色せられて居る棟に思われた｡ 巨ロち本実験に於て72時間脱色では大腸菌､結
核菌､葡萄状球菌の帽で牒色度が韻かったのである｡

膏 験 4 : 陳旧培養菌を用払た実験

葡萄状球菌､太陽菌を48時間培養後数 日放置した後2分間チ-ル氏液で'̂,21加湿染色した後70%酒精で

脱色したo此の成績を第4表に示した｡比の際は両菌とも約2時間脱色すると;相当程度睦色され､これ

以上脱色され 1ば最早個Jkの菌体は確認出来ないと思われた｡ 即ち期の如き陳旧培養菌に於ては蘭体

中の色素と結合する物質が24時間培養菌 よりも少ないか或は その結合が非常に狙いと云ふ事が考へら

れる｡然し芳しこの様な菌 も30分間頻加温染色して見ると最早70%酒精で24時間脱色するも殆んど挽

陳旧培責菌に於ても染色手槍を変へる事により鼻早 酒精に依っては全 く脱色され難 くたるが､ー酸によ

っては完全に脱色される事が解った｡ 従って酒精の脱色能と酸のそれとは根本的に異ることが明 らか

となづた｡

賀 駈 5 :3時間培養菌を用仏た実験

前実験に於て陳旧培養菌と24時間増萎菌 との間にはその染色度及び酒精に依る院色度に碍当の差異

が存する等が明らかとなったので､今回の実験に於ては3時間培養菌を用払て酒精による脱色性を検討

した｡即ち普通寒天培地によって37oCで3時間供試菌を培養後､型の如 く塗抹固定し実験に供したム
叉今回も結核菌 (杭煮沸性10分)の酒精による脱色性と3時間培養菌のそれとを比較した｡究づ何れも

チ-ル氏液で2分間接加温染色後70,%酒精により脱色を試みた｡その結果を第 5表に示した｡この実験
では大腸菌､葡萄状球菌共に実験3に於けるよりも造かに脱色され難く脱色72時間後に到るも両菌は結

核菌 より張い染色度を保って居た｡ 即ち葡萄状球菌は紫の色調を帯びては居るが非常に明瞭に各菌体

を認める事が出来たo 大腸菌は比較的薄 くはあるが桃色の菌体として個}{を確認することが出釆たo

この両菌は轄板菌 よりも70%酒精に依っては難脱色性であったのである｡

受 験 6 :2分間チ-ル氏液非加温染色後70%酒精に依る脱色

葡萄状球菌､大腸菌の各3時間培養菌及び結核菌 (統煮沸性10分)をチール氏液で2分間非加温染色

後70%滑稽で脱色したo この時のチ-ル氏液の過度は約 6oCであり､結核菌は染色されない蘭 も多数

あったが一部は鮮紅色に染って居た｡ 即ち比較的易染性の結核菌が染色されたものと思ほれる｡この

実験成績を軍6表に示したo餌ち脱色1時間でぼ葡萄状球菌は偽膜赤色を星して居 り､中には分裂直前

を思′わせるもの或は膚後を思わせるもの等ある｡ 菌の大きさは24時間培養菌 よりも多少大きい様に見
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える｡脱色前と脱色後に於て菌体の太さに大した変化を見ないO 大腸菌は其の菌体は24時間培養菌よ

りも数倍或はそれ以上を示すものもあった. 脱色性は菌体の中に期粒乃至核を思わせるものが難脱色

性で源赤色を星して居た｡終板菌は鮮紅色を量するものもあるが淡い桃色のものもあるoこれは染色時

より､淡色調に染って居たものかも分 らない｡ 倍 これまでの実験に於て結核菌の脱色性を見る場合単行

菌を目標として居たが今回は菌塊中のものでもと担かく一番妊除色性である菌を目標として比較した｡

脱色3時間を経過するも葡萄状球菌は殆んど除色されず､大腸菌は多少色調が淡 くなって来た棟であ

る○結核菌は薗鮮紅色を畳するものもあった｡

脱色24時間では一番濃染して居るのは葡萄状球菌で渡赤色を星して居たo 衆で結核菌が難晩色性を

示したが､色調は前者よりも多少淡 くあった｡ 一番脱色されたのは大腸菌で願粒乃至核と思われるも

のは何比較的濃い桃色を量して居た｡ 即ちこの実験に於ては70%酒精に対し一番難脱色性を示したの

は葡萄状球菌で次で結核菌､大腸菌の順であった占

次に24時間培養菌をチール氏液で2分間非加温染色後70%酒精で脱色すると比較的速かに邑Pち約20分

間にして菌体を確認することが不可骨凱こなった.従って24時間培養非抗酸性菌を非加温2分染色した際

には結核菌中の少数の薗 よりは酒精によって早 く脱色される｡ 換晋すれは結核菌中の-少部分のもの

は24時間培養非抗酸性菌 よりも祝酒晴性を有して居るが､3時間堵輩非抗酸性菌 より少くとや､より強

い抗酒精性を有して居るものではない｡I

安 蘇 7 .･ 鳥型結核菌に於ける実験

鳥型結核菌の極 く幼勇者なる培委時期に於て抗酸性型と非抗酸性型が列を作って混在して居る如き標

本をチール氏液で2分間襖加温染色した後70%酒精で脱色して見た｡この際3%塩酸酒精を以て2分間脱

色すれば抗酸性型と非抗酸性型は一日にして明らかに鑑別する事が出釆たが､ 70%酒精のみを以て脱

色すれば菌塊を形成して居るものは別として､列中の抗酸性型と非抗酸性三野を鑑別する事は2時間を経

過するも困難であった｡

経って酸の脱色能と酒精の脱色能が相当異ると云ふ事が本実験に放ても叉明らかとなったのであるO

賛 騎 8 : 其の他の染色液による実験

(A)アニリン水ゲレチアナ紫
この染色液で非抗酸性薗即ち大腸菌､葡萄状球菌を2分間接加湿染色した際或は叉Ehrlichの原法の

如 く45分窒過に放置して染色し元場合､薬にチ- ル氏液2分間接加湿染色後70%酒精で脱色した際と略

･k同株の威喝を得た｡ Kochの云ふ如 く本染色液を以て12時間宝通に放思して染色すれば葡萄状球菌
′の如きは約7日間70%酒精を作用せしめても脱色度は撃接であった.

(B)メチレン育水溶液

本染色液で非抗酸性菌の24時間樗養蘭を30秒間鞄色後70%酒精で配色すると非常に連か笹EPち数分

以内に完全脱色する｡蛮し蒸溜水中に約1痔放置しても同様に完全脱色されるO即ち酒精で脱色される

ものは､水によっても脱色され路 と云ふ理論は琴証された訳であるO 又卒染色法によっては結核菌は

染色されなかった｡従って本染色液を以て染色されたものでは結核菌 との比校は出来ない｡
i

(C)フクシン水溶液

本色素液で2分間非抗酸性菌の24時間培養菌を染色後70%酒精によって陳色するとメチレン育水溶液

を用ひた実験と同様数分以内で完全に挽色された｡蒸滑水を以て約2時間挽色するとこの場合も完全脱

色したO 結核菌を本数色法で染色早で見たが明瞭に菌を染色することは的来なかったO
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茸 態 9 : 他の非電解性有墳溶媒による脱色 ,

(A)アセ Tン

チ-ル氏液で非抗酸性薗及び抗酸性菌を2分間撞加温染色後70%アセ トンで脱色した結兵略Jk70%酒

精による脱色と同棲な成績を得た｡

(B)プロピレング1)コール

前者と同株染色後 70%プロピレング')コ-ルで扮色した結果70%酒情よりも非抗酸性喝､抗酸性菌

ともに若干速かに睨色される傾向を認めた｡ これはプロピレング 1)コールの方が酒精よりもフクシン

の溶解度が高いのではないかと云ふ事が想像 される｡或は不純物が多少混在したのか も分 らない｡

総 括 並 に 考 投 ●

以上天体の実験成績を述べたが実験 1及び実験2によって明かな如 く純酒精の方が 70%酒精よりも
り

挽色髄が劣って居たのである｡ 然 しこの事は既に Giintherが1896年に其の著書に於て純酒精は全 く

陀色能を有せず､水で稀釈 された酒精は langsam u.aHmahrlich に脱色するものであると記載して

居るo私の実験に於でも全 くGiintherの詮と同様であったO-然し結核菌が染色される如 き強力な染色

法を以て非抗酸性菌を染色した場合70%酒情を以て配色操作を-加へても､巨ロち突放2に於て認べた如 く

或限度以上は24時間を経過 する鋸捉色されなかった｡ 叉染色時間過度が異なると酒精による脱色性が

相当に異なってくる事 も明らかとたったので､実験3に於て結核菌が漸 く全部染色される様な湿度時間

で非抗酸性蘭を染色し結核菌 との酒精に依る除色度を比較 してみた結果 最初のうちは結核菌の方が難

脱色性を示したが72時間位経つとむしろ結核蘭の方が強 く脱色される事が分って来た｡ 即ち脱色の終

末点か ら考えるとこの様な染色法では結核菌の方が抗酒精性が弱小と云ふことになるのであるO 烈 し

実験4に於て明らかな如 く非抗酸性菌の陳旧培養菌は70%酒精に依って完全に然 も約2時間程で隙色さ

れるのである｡若 しこの際染色時間を壁長すると殆ど酒精に依っては脱色されなくなる｡ が然し酸に

よっては完全に脱色される｡ 即ち酒精による脱色能 と酸のそれ とは梶本昌勺に異なるものであると云ふ

事が実験的にも明らかとなって来たo 叉培革時間によって非抗酸性雷の抗酒精性 も相当変って くるこ

とが分ったので実験 5に於て非抗酸性蘭の3時間培養菌を用払て実験してみた｡其の拝具終始非抗酸性I-t■l
菌の方が結核菌 よりも杭酒精性が張かったのである｡ 戸田教ギ門下の石田は非抗酸性蘭をチ- ル氏液

で2分間非加湿染色した後70%′酒精に依って脱色すると寓に配色されるに反し､結核菌を同様の-JJ'法で

染色脱色するに数時間を経過するも僅しか脱色されぬ故､結核菌は抗酒精性であると詮べている｡私は

この点を吟味するために実払6を行った｡即ち私は先づ石田の追試を行ってみたのであるが成程24時間

培養の非抗酸性菌は約20分で略Jk完全に脱色した｡ 結核菌はこの方法で染色すると (当時チ-ル氏液

の湿度は約 6oCであったが)極一部しか染色されなかったo g{SL一部にしろ染色された結核菌は酒精

によっで仲}{脱色され難い事が分った｡ この追試によって考えられる事は染色された山部の結核菌そ

れは比較的易染色のものであると考えられるが､ このものは24時間培養の非抗駿性常 よりも杭酒精性

が強いと云ふ事である｡ 斯る一部の結核菌しか染まらない様な染色法に依ってこの問題を云々するこ

との善悪は別として､是非 こ でゝ強調 しなければならぬ事は結核菌の発育様式である｡ 結核菌は分裂

菌 と異 り分枝発芽を以て発育し糸状菌に非常に以た孝岩育三型式をとるものである｡ 従って-標本商中に

は稜 々の発育相を有しているO換言すれば年令的にみて老若相混じていると云ふ事である｡､これに反

し分裂菌は一個の菌が常に倣件さえよければその生命が短時間内に新生命となるのである｡ 斯る分裂
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菌と結核菌の如きものとの発育相を一致せしめて その牒色性を比較検討すると云ふ事は至難の菜と考

ぇられる｡燃し実験6に於て既に述べた如 くチ⊥ル氏液非加温染色によって染色された3時間培蕃非抗酸

性菌は70%酒精によって脱色操作を加えると結核菌 より寧ろ強い抗酒精性を有していたのであるが､結

核菌の中にこの榛な強い抗酒精性を有する時期の菌が混在することは当然考えられるところである｡叉

今迄の実験に於て結核菌を染色後70%酒精で脱色す声と全部の菌が常に脱色され難いのではなく､罪に

耗脱色性を示すものは∵部の菌であるOこの一部の結核菌が3時間培養の非抗酸性菌とその染色及脱色

性に於て等しい状態の下におかれて居るとは断定拭釆ないが､何れにしても実験6に於て私R･非抗酸性

菌も或る培蕃時期には結核菌と略}洞 等或は以上の競酒精性を有すると云ふ事を証明し得声q以上の諸

実験を併せ考える時私は過去数十年間認められてきた締核菌の抗酒精性といふものが 理論的にも叉実

験的にも一般非杭酸性菌と共通した性質ではないかとV,ふ静間,換言すれば抗酒精性は結核菌に特有な

性質でないのではないかといふて疑問を抱かぎa/を得なくなったのである○叉実験7に於て結核菌の幼頭身

培養で抗酸性型と弗抗酸性型とが混在するものを塩駿酒精で挽色すれば明らかに鑑別出乗るがJO%酒L
31

精のみを以て脱色すれば相当長藤間を経過しても全然筒型を鐙別する事は出来なかったoMarmoLrek
は結核菌の幼弱培養菌中の易染性である菌 も多少酸或R･酒精に対し抵抗性を有して居る事 即ち結核菌

の非抗酸性型のものと-蔽非抗酸性菌とは多少脱色上の性質が異るものであると述べて居る政 この際

鐙別が出乗ないとの理由で一般非抗酸性菌の競漕晴性を云々する事は出来ないが､ 本実験によって私

の主張を立琴する一助とはなるであらう.o虞に叉実験8に於てチ-ル氏液以外の他の染色法によって染

色された菌を70%酒精により脱色したのであるが､ この際結核菌が染色される様な張力な染色法によ

って染色された非抗酸性菌はチ-ル氏液染色の場合と同株70%酒性によって除色される事a･田難であ

った｡これに反し結核菌が染色されない様な染色法で24時間培養非抗酸性菌を染色した場合､酒精は

勿論琴溜水によっても脱色されたO 即ちこの様な染色法によった時雨 巨抗酸性菌は抗酒精性を有しな

いが結核菌との比較は出釆ない. 実験9に於て酒精以外の非寛解性有機溶媒中フクシンの良好な溶媒

は滑稽と略々同様な脱色髄を有する事釦ち抗酒精性が序すれば 同時に杭アセトン性或は抗プ72ピレン

グ リコ-ル性等々が存在するであろう事が考へられる.

今比処で暫時眼を過去の文献に移して見る事とする. 然しぬ 乍ら私の調査し得た文献中では誰が
結核菌の特質として坑酒精性なるものを云払出したか判然としないのである｡或る人は Ehrlich等に

よって,或る人は KochEhrlich等によって､叉或る人は Ehrlich.Ziehl等によって結核菌の抗酸性､

競酒精性なる特蜜射ち-披非抗酸性菌は酸或は酒樽により直に晩色されるに反し､ 一一且染色された結

核菌はこれ等によって非常に難除色性であると云ふ特質が研究されたと述べて居るのであるが､ これ

等の文献を記載して居ない人が多い｡ 例-記載してあっても私が其の文献を調査して見ると何等結核
4) 5)

菌に抗酒精性が特有なものであるとは書いて居ないO私が調査し得た文献の中では Koch.Ehrlich.

zieh16)は抗酸性について- して居やのみでわ たo唯KocHは1;97年の論文中綿 核菌が酸或硝
精によって難除色性である意味の事を説いて居るが､ これが結核菌に特有なものであるとは云って居

ない｡菰 し前世紀の終 りから今世紀の始めにかけて結核菌､と恥垢菌との鐙別の馬に可なり抗酒精性な
8)

るものが論議されて居るが､其の中で多少興味のあったのは Bunge,R.Trantenroth,A の論文であ

るo 即ち恥垢菌を酒精で挽色すると耽色されるものもあるが､可な り長時間経つも倍明瞭に鮮紅色の

菌件を星するものがある､一一方結核菌に於ても叉脱色されるものがある故酒精で鑑別する事は出来ない
9) 10)

旨述べである事である○ 多少私の主弾と似通った節が存する棟に思われた｡ 叉 Gasisや Mudlは

Weberと云ふ人がこの問題即ち抗酒精性を詳しく研究したと書いて居るが両人とも文献を記載して居

なかったのは療念であったO 然し恐らく杭酒精性は1890年代に於で証か忙よって主張されたものであ
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らうと思われる｡最 も興味があったのはH｡ffmann.Muchである.邑ロちH｡ffmanLl)は190坤 の論文10)
に於て結核菌が酸一酒精によって挽包まれぬ故抗酸性であり杭酒構性であると述べて居 ろ.叉Muchも

1926年の著書の中に於て恥垢菌の抗酒精性を論する際に酸一酒精で脱色されるとか､ されぬとか云々

して居る酸一酒精と酒精が全然異る物質である事は言を保たない｡ 栗に文献を調査して見る必要はあ

るが或はこの棟に酸一酒精と酒精を混同したのではないかと思われる｡少くともHoffmannや Much

はこの点を誤ったものと云わねぼならな､い. 以上文献的に多少考察を試みたが尚結核菌の抗酒精性は

この方面に於ても甚だ不明瞭な点が多い(DであるO 諸賢ゐ中に本問題に関する文献を御存知の方があ

れば御教示願-れば宰甚である｡

一言比処で断って置きたいのは先に述べた如 く細菌の染色性或は脱色性を比較検討する際､ 商圏の

等しい三先育相に於てなされねばならぬ事を我Jkは知って居るが､ 元来結核菌 と分裂菌との発育相を一一

致せしめて比較する事は至難の業であると考- られるので､ 今回は放て盲き概念の下に結核菌fl=非抗

酸性菌 との抗酒精性を再検討した次第である｡ 其の結果私は結核菌の抗酒精性と云ふものが結核菌の

特質であると云ふ在来の誼に対し理論的にも実験的にも凝議を有せざるを得な くなった事を報告する

攻勢である｡大方諸管の御批判を賜 らば著者の欣快とする処である｡

緯 ･論

(1)24時間培養非抗酸性菌をチール氏液2分加温銀色校紀酒精で脱色すると24時間後悔殆んと脱色

されなV､o

(2)上記のものを70%酒性で脱色すると24時間後荷完全脱色されたものとは云-なかったo

(3)非抗酸性菌及結核菌を30oCチ- ル氏液で7分染色後7b%酒精で脱色すると､72時間後に於ける

況色度は大腸菌､結核菌､葡萄状球菌の順で張かった｡

(4)陳旧増責の非抗酸性菌は加温染色後70クo'酒精で脱色すると2時間で轄Jk完全配色するO従って

培養時期により抗酒精性は異る｡ 又この枝な菌 も染色時間を延長する等の染色手技を変へる事により

弾固な抗酒精性を得る｡ 然しこのものも酸によっては完全脱色する故酸の脱色能と酒精の脱色肯凱-i:梶

本的に異るものである｡

(5)3時間培養非抗酸性菌はチ-てレ氏こ夜力偶 ､非加温染色時とも結核菌以上の抗酒精性を有すO
(6)鳥型結核菌の抗野性型､非抗酸性型とは酒情による醍色のみにては2時間経過するも全然鑑別

は不可能であった｡ '

(7)以｣二の諸成績より私は杭酒精性が結核菌に特有な性二賢であると云ふ在来の誼に疑義を有するも

のである○
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